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(Xl，X2，X3)は船長Lで無次元化した Car旬cian座標である。ここに、 Xl，X2，X3はそれぞれ船
首尾方向で船尾に向けて正、左右舷方向で右舷に向けて正、上下方向で鉛直上方に向けて
正の座標、 Ul，U2， U3は一様流速Uoで無次元化した速度成分、 aは加速度、 Oijは Kronecker
のデル夕、 pは擬似圧縮パラメー夕、 p= pr + X3/Fn2は重力項を含んだ圧力で prは実圧
力、 Fnはフルード数、 ν三円 +1/Rn、Rnはレイノルズ数、的は Baldwin-Lomax乱流モ
デルから与えられる渦動粘性係数である。
一般化された Reynolds の輸送定理を用いて~ (1)式をコントロールボリューム V(t)で積分
すると、次式を得る。
~ r qdV+ {(σF;;'+Fvr町Yパ αωh叫Jハ~川rπm)川n科mds
at JV(οt) JS(れt) 一~ト JV(れt)
ここに、 S(t)はV(t)の境界面、 ωmはS(t)の移動速度、 nmはS(t)の外向き単位法線ベク
トルである。コントロールボリュームとして格子セルを用いると、 (3)式は次式の様に離散
化できる。
会川ふk+ (F¥ + Fv1 )i+l/2J，kー侃+Fvdi-1/2J，k + (F2 + Fv2)iJ+l/2，k 
一(F2+ Fv2)iJ-1/2，k + (F3 + Fv3)ij，k+1/2 -(F3 + Fv3)iJ，ト1/2一(aV)iJ，k= 0 (4) 





O(Fl)i+1/川三す1(qR，(Sn)E1)WM-F1(qL，(Sn)El)1+山，k= Ai+l~~J ，k6qi+1~~J ，k (6) 
ここに、




ALR = R*A*Lホー (SW)6I= R事(A本一 (SW)6I)L*三 RAL (8) 
4-
時間微分にはpαde時間差分を用いる。
θ1 ム where ムqD三 qD+l_ qD (9) 一一一θT ムr1+0ム
(4)式を (9)式に代入すると、最終的に関係式は次式のようになる。
(yD ~qD ki，k + 0ムTム[('F¥+ FvU+l/2J，kー('F¥+ Fvdi-1/2J，k + (F2 + Fv2)iJ+1/2，k 
一(九+Fv2)iJ-l/2，k + (F3 + Fv3)iJ，k+l/2ー(九十Fv3)iJ，k-l/2]D=ームr[(Fl+ Fvdi+1/2j，k 
-(Fl + FvU-1/2j，k + (F2 + Fv2)ij+1/2，k + (九+Fv2)ij-1/2，k + (F3 + Fv3)ij，k+1/2 (10) 




/βUl 予U~ ¥ 
0= -Prll， +νlーニ:.+ -;::-と Ilm (1 = 1，2，3)， 
¥dxm . dx， J
P = Pair +辛 (X3= h 0山 -surf:悶)川
ここに、 nmは単位法線ベクトルである。




= Se2[(Um ー ω m)U1n~ + (Pair +一)ð'mn~ -νl一一+一一1n~ (12) Fn2/Vlm"m V ¥θXm ' dx， J"m 




(F2 + Fv2)4 = (Sn)~(ßUm -Pωm) = S6(sue2 -pW6) = Se2(s -p)U6 (13) 
一方、運動学的境界条件は自由表面適合座標を用いると次式となる。
δh 


















を小さくした。計算格子数は Xl，X2，X3方向日 ix j x k = 81 x 41 x 25、計算領域は無次元
距離でそれぞれの方向に-1.0 謡 Xl孟1.5 、 0.0 話 X2~五 0.75、・0.75 室長 X3~玉最大波高である。






シンケージ共固定した状態で計測されたデータを用いた。実験はフルード数が Fn= 0.10 
~0.41 、 Rn = 1.0 x 106~5.0 X 106の範囲で実施され、抵抗試験、波紋、船側波形と船体
圧力分布が計測された。
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Rn=3.277 x 106 
図4 船体周りの計算と実験波紋の比較
Computed Fn=0.289 
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計算と実験船体抵抗係数の比較図8
X1一定断面における船体周りの速度ベク トル(U2-U3)
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図9
図10 Xj一定断面における船体周りの速度成分コンター(Uj)
図11 船尾端断面における船体周りの速度ベクトjレ(U2-U3)と速度成分コンター(Uj)
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